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〈
出
題
〉
九
段

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉
飛
車
の
う
ま
い

活
用
で
。（
10
分
で
三
段
）

持
駒

飛
金
金
桂

「
メ
タ
ボ
」

に
ひ
っ
か
け

「
ム
ダ
ボ
」

と
悪
の
り

し
、
無
駄
遣

い
撲
滅
を
政

府
に
提
言
し
て
い
る
自
民
党

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
▼
出
来
レ

ー
ス
の
よ
う
に
、
総
務
省
は

「
レ
ク
経
費
の
予
算
要
求
は

行
わ
な
い
」
と
お
触
れ
を
だ

す
。
各
府
省
庁
も
唯
々
諾
々

と
受
け
入
れ
、
国
税
庁
も
美

術
展
は
中
止
、
表
彰
も
貧
相

な
も
の
に
す
る
と
い
う
貢
物

を
差
し
出
す
▼
無
駄
遣
い
撲

滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は

「
政
治
家
自
ら
身
を
切
る
べ

き
」
と
啖
呵
も
切
っ
た
が
、

年
間
３
２
０
億
円
余
の
政
党

助
成
金
は
聖
域
扱
い
に
。

「
政
治
と
カ
ネ
」
に
か
か
わ

る
幽
霊
事
務
所
費
疑
惑
が
ま

た
ぞ
ろ
発
覚
し
た
が
、
お
咎

め
は
な
い
▼
国
民
の
怒
り
を

か
わ
す
た
め
の
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
は
常
套
手
段
だ
が
、

公
務
員
は
砂
を
噛
め
と
い
う

よ
う
な
「
無
駄
遣
い
撲
滅
」

は
到
底
承
服
で
き
な
い
。

大
会
特
集

悩
み
、
不
満
、
要
求
を
束
ね
て

ゆ
と
り
と
誇
り
も
て
る
職
場
に

全
国
税
は
、
８
月
22
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
都
内
で
第
66
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
ノ
ル
マ
や
限
界
を
超
え
る
事
務
量
押
し
つ
け
で
、
労
働
強
化
や
パ
ワ
ハ
ラ
が
ま

ん
延
し
、
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
す
る
中
で
開
か
れ
た
大
会
は
、
職
場
の
期
待
に
こ

た
え
る
要
求
と
た
た
か
う
方
針
が
満
場
一
致
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

当局は永年勤務
者表彰を見直しす
るという情報提供
を行ってきた。そ
の内容は、祝賀会

「周りとのシンクロ率アップの秘訣は……」の発言に、大会会場は爆笑

冒
頭
、
志
半
ば
で
亡
く
な

ら
れ
た
小
川
清
明
さ
ん
（
関

信
地
連
・
信
濃
中
野
分
会
）

に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、

開
会
に
あ
た
り
岡
田
副
委
員

長
は
「
小
川
さ
ん
は
財
務
省

美
術
展
で
も
入
賞
す
る
ほ
ど

の
腕
前
だ
っ
た
。
そ
の
美
術

ま
た
、
勤
務
時
間
延
長
で

本
当
に
困
っ
て
い
る
職
員
の

実
態
、
45
分
の
昼
休
み
で
は

ま
と
も
な
食
事
も
休
憩
も
と

れ
な
い
実
態
が
大
会
で
も
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
や
職
員
個
々
の
実
情

や
要
望
に
合
わ
せ
た
15
分
時

短
を
当
局
に
求
め
て
い
く
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
祝
電
■

全
労
連
、公
務
労
組
連
絡
会
、

国
公
労
連
加
盟
の
各
組
合
、

中
国
国
税
職
員
組
合
、
安
保

破
棄
中
央
実
行
委
員
会
、
自

由
法
曹
団
、
新
日
本
婦
人
の

会
中
央
本
部
、
農
民
運
動
全

国
連
絡
会
な
ど
53
通

目
立
っ
た
大
会
だ
っ
た
」
と

の
べ
、「
全
国
税
へ
の
注
目

と
期
待
は
強
い
。
対
話
を
は

ず
ま
せ
、
信
頼
と
結
び
つ
き

を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
」
と
呼

び
か
け
、
運
動
方
針
を
実
践

す
る
決
意
を
新
た
に
し
て
大

会
は
閉
幕
し
ま
し
た
。

る
主
人
公
は
青
年
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
依
拠
し
、
職
場

に
民
主
主
義
を
根
付
か
せ
る

風
を
吹
か
そ
う
」
と
運
動
方

針
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
の
べ
49
名
の
代

議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
か

ら
の
発
言
が
相
次
ぎ
、
方
針

を
よ
り
豊
か
に
す
る
討
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
芦

田
副
委
員
長
は
「
意
気
高
く

活
動
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か

け
る
新
し
い
仲
間
の
発
言
が

職
員
の
要
望
に
合
わ
せ
た
15
分
時
短
を

「
見
送
り
」
画
策
、
不
当
介
入
は
絶
対
許
さ
な
い

８
月
15
日
、
町
村
官
房
長

官
は
定
例
記
者
会
見
で
「
半

数
の
都
道
府
県
で
給
与
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
」

「
国
も
同
じ
厳
し
さ
に
あ
り

な
が
ら
、
ボ
ー
ナ
ス
も
賃
金

も
据
え
置
き
、
か
つ
勤
務
時

間
15
分
時
短
と
い
う
こ
と

が
、
果
た
し
て
今
の
世
の
中

の
趨
勢
か
ら
ス
ン
ナ
リ
受
け

入
れ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
」

と
言
及
し
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
15
分
時
短
の

の
あ
り
方
を
探
求
す
る
」
と

強
調
、「
仕
事
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
語
り
合
う
中
で
、

職
場
要
求
を
実
現
し
、
差
別

の
な
い
職
場
を
つ
く
ろ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

長
谷
川
書
記
長
は
、
１
時

間
に
わ
た
り
「
職
場
を
変
え

主
義
と
無
理
な
効
率
化
は
税

取
り
競
争
や
労
働
強
化
を
ま

ん
延
さ
せ
る
も
の
で
、
座
視

で
き
な
い
。
行
政
と
仕
事
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
語
り
合

っ
て
い
き
た
い
」「
秋
か
ら

調
査
件
数
削
減
、
e–

T
a

x
普
及
尻
叩
き
反
対
、
確
申

期
の
超
勤
抜
本
削
減
、
拙
速

な
内
部
事
務
一
元
化
反
対
、

狭
隘
庁
舎
・
書
庫
を
放
置
す

る
な
と
追
及
を
強
め
る
」

「
時
短
15
分
を
昼
休
み
の
延

長
か
、
退
庁
時
間
切
り
上
か

は
、
職
員
個
々
の
要
望
に
合

わ
せ
よ
と
要
求
し
て
い
く
」

「
未
組
織
労
働
者
も
大
き
く

組
織
化
し
、
彼
我
の
力
関
係

を
転
換
す
る
新
た
な
別
組
織

展
を
中
止
す
る
と
い
う
。
レ

ク
剥
奪
以
降
、
美
術
館
等
か

ら
足
が
遠
の
い
て
お
り
、
文

化
水
準
も
落
ち
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
、

「
様
々
な
問
題
は
あ
る
が
、

ど
う
や
っ
て
団
結
を
強
め
て

い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

職
場
か
ら
新
し
い
運
動
を
構

築
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

続
い
て
、
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
山
口
委
員
長
は
「
成
果

大
会
２
日
目
、「
第
35
回
青
年
部
定
期
大

会
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
は
、
①
青
年
の
雇
用
を
守
る
た
た
か

い
の
一
翼
を
担
う
、
②
こ
の
ま
ま
で
は
生
き

て
い
け
な
い
と
青
年
世
代
は
声
を
上
げ
行
動

を
起
こ
し
て
い
る
。
職
場
の
青
年
も
同
じ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
、
③
青
年
の
生
の

要
求
を
掘
り
起
こ
し
、
共
同
し
て
実
現
し
て

い
く
、
等
を
運
動
の
基
本
に
し
て
、
青
年
を

全
国
税
に
迎
え
入
れ
、
青
年
部
を
強
く
大
き

く
す
る
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

抱
負
を
述
べ
る
田
山
文
武
青
年
部
長
、
高

橋
知
巳
事
務
局
長
、
山
道
外
誠
副
部
長
、
木

村
和
由
全
国
委
員
（
写
真
左
か
ら
）
に
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

「
見
送
り
」
画
策
な
ど
政
府

の
不
当
な
介
入
を
は
ね
の

け
、
勤
務
時
間
法
等
の
早
期

改
正
・
実
施
を
求
め
る
行
動

を
集
中
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

９
月
に
全
国
統
一
行
動
を

配
置
し
使
用
者
責
任
を
果
せ

と
、
対
政
府
・
当
局
追
及
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

青年部が大会報告

第66回
定期大会
上
意
下
達
の
職
場
を
変
革
し
よ
う

モチベーションは急低下
これでいいのか　国税庁

山本新書記長が談話
美
術
展
中
止
・
永
年
表
彰
見
直
し
に
抗
議
、
撤
回
を
求
め
る

の中止と記念品贈呈廃止が主な内容だ
が、美術展等の中止と同じく、「無駄
遣い指摘」への対応とみられ、到底容
認できるものではない。また、「総務
省の統一的方針」を唯々諾々と受け入
れ、表彰該当者にだけ知らせるという
やり方に、憤りすら覚える。
永年勤務表彰は民間企業でも定着

し、特別休暇を付与し、夫婦旅行チケ
ットを贈る企業は多い。それを、公務
員の場合は「無駄遣い」とする批判は
全く当たらない。
同期生との久しぶりの会合や家族の

理解に感謝する場面を遮断してしま
い、職場から「モチベーションは下が
りっ放し」等々の声が上がるのは当然
である。声を大にして言いたい、「こ
れでいいのか、国税庁！」と。

■
来
　
賓
■

日
本
共
産
党
・
佐
々
木
議
員

全
税
関
・
斉
藤
委
員
長

国
公
労
連
・
香
月
書
記
次
長

長谷川書記長

芦田副委員長

山口委員長
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〈
解
答
〉

〈
解
説
〉

■
新
役
員
紹
介
■

【
中
央
執
行
委
員
長
】

山
口
潤
一
郎
（
東
京
南
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

阿
部

富
次
（
埼

玉
）

岡
田

俊
明
（
東
京
南
）

田
端

義
機
（
東
大
阪
）

藤
平

和
良
（
東
京
南
）

八
代

司
（
東
京
中
）

【
書
記
長
】

山
本

浩
二
（
東
京
中
）

【
書
記
次
長
（
専
従
）】

井
ノ
上
繁
利
（
東
京
中
）

【
中
央
執
行
委
員
】

小
野

吉
春
（
道

中
）

佐
藤

勉
（
宮

城
）

大
野

亙
（
埼

玉
）

黒
河
内
隆
史
（
埼

玉
）

真
貝

正
治
（
埼

玉
）

岡
澤

利
昭
（
東
京
東
）

高
橋

誠
（
東
京
中
）

田
山

文
武
（
東
京
南
）

豊
田

啓
子
（
三
多
摩
）

一
森

進
治
（
東
京
中
）

増
山

満
樹
（
東
京
南
）

山
道

外
誠
（
東
京
南
）

田
中

久
則
（
愛

知
）

澤
田

孝
司
（
富

山
）

松
本

純
治
（
東
大
阪
）

前
川

幸
徳
（
愛

媛
）

岡

一
幸
（
福

岡
）

【
会
計
監
査
委
員
】

北
村

満
男
（
埼

玉
）

中
原

賢
二
（
東
京
中
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

西

勉
（
埼

玉
）

■
退
任
さ
れ
た
役
員
■

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

芦
田

力
（
東
大
阪
）

【
書
記
長
】

長
谷
川

健
（
南
大
阪
）

【
中
央
執
行
委
員
】

中
島

計
衛
（
群

馬
）

小
田
川
豊
作
（
東
京
中
）

蔵
原

保
一
（
東
京
東
）

中
尾

清
次
（
福

岡
）

【
会
計
監
査
委
員
】

石
井

悟
（
東
京
中
）

全
労
連
、
連
合
と
い
う
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い

を
超
え
て
つ
く
る
「
全
国

税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部

協
議
会
」
は
８
月
22
日
、
第

25
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

一
致
す
る
要
求
に
も
と
づ

く
共
同
行
動
を
発
展
さ
せ
、

協
議
会
に
よ
る
長
官
交
渉
を

引
き
続
き
強
化
す
る
方
針
を

採
択
、
代
表
委
員
に
山
口
潤

一
郎
全
国
税
委
員
長
、
副
代

表
委
員
に
宮
城
信
明
全
税
支

部
書
記
長
を
選
出
し
ま
し

た
。

共
闘
、交
渉
を
一
層
強
化

秀
作

分
会
紙

『
全
国
税
玉
川
』（
東
京
南
支
部
玉
川
分

会
）『
全
国
税
あ
つ
た
』（
愛
知
支
部
熱
田
分
会
）

支
部
紙

（
近
畿
地
連
東
大
阪
支
部
『
東
大
阪
』

佳
作

支
部
紙

『
全
国
税
東
京
中
』（
東
京
地
連
東
京
中

支
部
）『
全
国
税
あ
お
も
り
』（
東
北
地
連
青
森
支
部
）

１
０
０
０
号
記
念
特
集
号
を
含
め
た
地
連
機
関
紙
『
全

国
税
北
海
道
』
は
特
別
賞
と
し
ま
す
。

08
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
に
つ
い
て

固い握手を交わす山口代表委員と宮城副代表委員

全国税組合員として
声を上げていきます ボードも使い、「周りとのシンクロ率をアップす

るコツは」と発言する田中近畿地連代議員

左
か
ら
長
野
さ
ん
、
朴
木
さ
ん
、
二
人

と
親
交
の
深
い
岡
澤
中
央
執
行
委
員

大
会
に
は
、
新
た
に
全
国

税
組
合
員
と
し
て
活
動
を
始

め
た
二
人
の
仲
間
が
か
け
つ

け
ま
し
た
。

そ
の
一
人
の
長
野
さ
ん

（
普
56
期
・
千
葉
県
支
部
）

は
、「
財
務
省
に
３
年
間
行

き
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
さ
れ
て
署

に
戻
っ
た
。
帰
っ
て
き
て
か

ら
署
長
等
か
ら
嫌
が
ら
せ
を

受
け
た
。
し
か
し
、
全
国
税

に
加
人
し
て
言
う
べ
き
こ
と

は
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
加
入
し
た
ば
か
り
で
何
が

で
き
る
か
分
か
ら
な
い
が
、

声
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

も
う
一
人
の
朴
木
さ
ん

（
普
45
期
・
東
京
東
支
部
）

は
、「
全
国
税
組
合
員
と
の

交
流
の
積
み
重
ね
の
中
で
、

今
日
こ
こ
に
い
る
。
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
誇
り
に
は

こ
だ
わ
っ
て
い
く
」「
皆
さ

ん
の
多
く
は
30
年
以
上
の
経

験
を
持
っ
て
い
る
。
仕
事
上

の
技
術
だ
け
で
な
く
、
子
育

て
、
職
場
と
生
活
、
趣
味
等

灯
油
高
騰
に
悲
鳴
、
寒

冷
地
手
当
改
善
は
急
務

▽
90
名
の
職
場
で
、
ナ
ン
バ

ー
統
括
３
名
、
総
括
上
席
１

名
を
含
め
７
名
が
退
職
、
署

長
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
原
因
と
の

噂
が
広
が
り
、「
こ
う
い
う

職
場
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」と
署
長
に
釘
を
さ
し
た
。

▽
パ
ワ
ハ
ラ
で
名
を
は
せ
る

統
括
官
は
異
動
の
度
に
若
い

職
員
を
退
職
に
追
い
込
む
。

仕
事
の
や
ら
せ
方
と
の
因
果

関
係
を
認
め
な
い
こ
と
が
パ

▽
一
元
化
の
説
明
で
、「
ス

テ
ッ
プ
５
」
に
到
達
す
る
ま

で
10
年
か
か
る
か
も
し
れ
な

い
、
仕
事
の
な
す
り
合
い
も

起
き
か
ね
な
い
と
の
当
局
の

認
識
が
読
み
取
れ
た
。
こ
れ

で
全
署
実
施
す
れ
ば
、
大
混

乱
す
る
と
大
半
の
人
が
感
じ

て
い
る
。

率
ト
ッ
プ
に
な
り
、
今
年
は

27
％
と
幹
部
は
ハ
ッ
パ
を
か

け
て
い
る
。
職
員
犠
牲
の
施

策
に
メ
ス
を
入
れ
、
ま
と
も

な
普
及
を
求
め
て
い
く
。

▽
ｅ–

T
a
x
普
及
の
目
標

設
定
は
署
に
「
丸
投
げ
」
し
、

そ
の
一
方
で
、
数
値
の
低
い

署
に
「
覚
悟
し
て
お
け
」
と

恫
喝
し
て
い
る
。

納
税
者
自
身
が
作
成
・
送

信
す
る
ｅ–

T
a
x
普
及
を

大
前
提
に
せ
よ
と
追
及
し
て

い
く
。

▽
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
つ
な
が

ら
な
い
と
苦
情
が
殺
到
、

「
説
明
も
で
き
ず
に
電
子
申

告
を
勧
め
て
い
る
の
か
」
と

苦
言
を
呈
さ
れ
た
。
ヘ
ル
プ

東
京
局
で
は
管
理
部
門
の
再

任
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
全

国
に
広
め
る
必
要
が
あ
る
。

▽
強
引
な
誘
導
と
代
打
ち
で

福
岡
局
は
ｅ–

T
a
x
普
及

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

▽
永
い
間
内
部
の
仕
事
を
し

て
き
た
職
員
に
、
外
部
事
務

を
条
件
と
し
た
再
任
用
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
。
地
方
局
の

再
任
用
は
極
端
に
少
な
い
。

▽
勤
続
20
年
・
上
席
が
崩

れ
、
普
45
期
の
一
部
―
未
発

令
、
勤
勉
手
当
低
率
支
給
も

目
立
っ
て
増
え
た
。
重
大
な

処
遇
後
退
に
該
当
者
ぐ
る
み

で
押
し
返
す
必
要
が
あ
る
。

▽
上
席
未
発
令
の
45
期
生
は

い
わ
れ
の
な
い
差
別
に
怒

り
、
名
古
屋
国
税
を
脱
退
し

全
国
税
に
加
入
届
を
送
付
し

て
き
た
。
同
じ
気
持
を
抱
く

職
員
に
、
一
緒
に
た
た
か
い

昇
任
発
令
を
勝
ち
取
ろ
う
と

呼
び
か
け
て
い
く
。

▽
公
務
員
に
対
す
る
風
当
た

り
が
強
い
と
、
寮
母
さ
ん
を

辞
め
さ
せ
独
身
寮
食
堂
を
潰

し
た
。
そ
の
た
め
半
年
で
５

キ
ロ
も
太
っ
た
。
外
圧
を
口

実
に
福
利
厚
生
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
仕
打
ち
を
跳
ね
返

ワ
ハ
ラ
頻
発
の
原
因
だ
。

▽
パ
ワ
ハ
ラ
告
発
メ
ー
ル
が

届
い
た
が
、
名
指
し
の
４
名

は
処
分
も
さ
れ
ず
出
世
し
、

加
害
者
が
淘
汰
さ
れ
な
い
。

▽
独
り
善
が
り
の
理
屈
を
部

下
に
押
し
付
け
る
統
括
官
の

配
置
換
え
を
要
求
し
た
。
今

回
の
異
動
で
「
部
下
な
し
特

官
」
と
な
り
、
粘
り
強
い
追

及
の
成
果
と
考
え
る
。

▽
正
義
感
の
強
い
青
年
は
良

れ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
全

て
網
羅
せ
ず
、
局
も
署
も

手
探
り
状
況
に
あ
る
。

▽
週
２
回
半
日
交
替
で
相

談
業
務
を
割
り
振
っ
て
い

る
が
、
個
別
と
一
般
の
区

別
で
き
ず
、
結
局
は
一
元

化
担
当
が
対
応
、
問
題
は

解
決
さ
れ
な
い
。

▽
試
行
署
の
管
理
部
門
は
職

員
が
減
ら
さ
れ
、
一
元
化
担

当
と
賦
課
内
部
の
間
で
仕
事

の
押
し
付
け
合
い
が
危
惧
さ

事
を
教
え
て
も
自
分
の
評
価

に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
公
言

す
る
指
導
担
当
者
も
い
る
。

年
数
を
か
け
、
若
手
が
多
く

の
職
員
と
関
わ
る
中
で
、
仕

事
を
引
き
継
げ
る
よ
う
要
求

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

件
、
超
勤
の
連
続
で
計
画
件

数
を
こ
な
し
た
。
準
備
調
査

も
で
き
ず
ま
と
も
な
調
査
が

で
き
な
い
、
ノ
ル
マ
の
弊
害

は
明
ら
か
で
、是
正
を
迫
る
。

▽
若
手
育
成
が
強
調
さ
れ
て

い
る
が
、「
お
前
た
ち
に
仕

い
仕
事
が
し
た
い
。し
か
し
、

件
数
に
追
わ
れ
、「
準
備
調

査
が
で
き
な
い
」「
泣
い
て

帰
っ
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
今
後
も
交
渉
の

度
に
当
局
に
突
き
つ
け
る
。

▽
６
月
の
調
査
件
数
は
12

年
次
採
用
女
性
職
員
の
処

遇
底
上
げ
を
強
く
求
め
る

理
由
説
明
な
し
、一
方
的

指
示
は
納
得
で
き
な
い

パ
ワ
ハ
ラ
加
害
者
が
淘
汰

さ
れ
な
い
こ
と
に
憤
慨

全
国
か
ら
の
要
請
を
力
に

し
ポ
ス
ト
昇
任
を
求
め
る

仕
事
の
こ
と
も
要
求
も

双
方
向
の
関
係
が
大
事

尊
厳
傷
つ
け
る
「
事
務

運
営
指
針
」
に
抗
議
中

な
ん
で
も
良
い
か
ら
次
の
世

代
に
伝
承
し
て
欲
し
い
。
若

い
人
は
自
分
の
話
を
聞
い
て

く
れ
る
人
に
は
好
感
を
持

つ
。
ど
う
伝
え
て
い
き
た
い

か
、
そ
の
想
い
を
語
れ
ば
、

相
手
に
伝
わ
る
」「
私
と
し

て
は
紙
面
を
通
じ
て
伝
え
た

い
し
、
大
事
に
し
て
い
き
た

い
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

二
人
の
想
い
に
応
え
て
、

歓
迎
と
連
帯
の
拍
手
が
会
場

か
ら
一
斉
に
ま
き
起
こ
り
ま

し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
で
相
次
ぐ
退
職

職
員
を
泣
か
せ
る
ノ
ル
マ

福
利
厚
生
な
い
が
し
ろ

「
雇
い
止
め
」
の
一
掃
を

ま
と
も
な
電
子
申
告
を

拙
速
な
内
部
事
務
一
元
化

は
大
混
乱
も
た
ら
す

処
遇
後
退
は
重
大
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定
期
大
会
　
報
告
・
討
論
よ
り

デ
ス
ク
の
抜
本
改
善
を
納
税

者
も
職
員
も
求
め
て
い
る
。

▽
「
雇
用
期
間
満
了
通
告
」

で
、
３
名
の
ア
ル
バ
イ
ト
職

員
を
雇
い
止
め
に
し
た
。
当

人
は
、
局
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
室

や
地
域
の
労
働
相
談
で
、
精

神
的
苦
痛
を
訴
え
た
。

そ
う
し
た
中
、
裁
判
官
同

席
の
調
停
の
場
で
当
局
は
口

頭
で
謝
罪
し
た
が
、
雇
い
止

め
は
撤
回
を
拒
否
し
た
。

弱
い
立
場
の
人
を
支
援
す

る
全
国
税
に
、
当
人
か
ら
は

感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た

が
、
非
情
な
雇
い
止
め
は
一

掃
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

再
任
用
の
条
件
改
善
を

第
25
回
協
議

会
定
期
大
会

閉
会
の
挨
拶
を
す
る
宮
城
副

代
表
委
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